
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時  令和 ８年 ３月 ２５日（水曜日）９：３０～ 

 

２ 場 所  香川県庁本館11階 第３応接室 

 

  ３ 出席者   知事   教育長 

          東かがわ市 教育連携コーディネーター １名 

                    農事組合法人  福栄中央 １名 

三本松高等学校  学 校 長 1名 

               代表生徒 ３名 

                    計 ６ 名 

 

  ４  内 容    選定された取組内容と結果報告 
 

 

令和８年３月 19日（木） 

香川県教育委員会事務局 

高校教育課〔担当者〕井上 

TEL  087-832-3747（内線 5265） 

農林水産省主催「ディスカバー農山漁村（むら）の宝アワード」

において、三本松高等学校の「三高みんなの食堂プロジェク

ト」の取組が全国の優良事例に選定されたことの結果報告のた

めに、知事を表敬訪問します。 

「三高みんなの食堂プロジェクト」の取組み（別紙１）が、農林水産省「ディス

カバー農山漁村(むら)の宝」(第12回選定)（別紙２）にて、応募総数４５４件の

中から、優良事例30地区に選定された。 

令和7年12月19日に代表生徒が農林水産省にて認定証を授与され、令和 8

年1月20日には、総理大臣官邸にて交流会が実施され、木原官房長官から祝辞、

鈴木農林水産大臣、黄川田内閣府地方創生担当大臣より激励を受けた。 
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東かがわ市

校内につくった畑での作物生産

危機的な経営状況にあった高校の学食を、生徒と地元農事組合法人の協働のもと復活。地域の資
源、食材の有効活用や地産地消に取り組み、高校生の食環境をよくしながら持続可能な経営を目
指す。この活動を地域に広げ、単なる学食から地域の交流と食の発信の場となるよう取り組む。

生産から調理、販売までを農業法人が行い、最近はイベント等の弁当も販売することで収入も安
定。規格外の農産物や余剰品を調理することで、食品ロスを減らし高付加価値化を実現。また、
他の高校の生徒の見学や交流、行政や飲食業者などの視察を積極的に受入れている。

【成果】
生産者、農業法人が消費者である高校生と直接繋がりながらの六次化であり、良い反応を聞ける
ことは生産者としての意欲の高まりにつながり、地産地消にも貢献。
生産者が教育の場に日常的に入ることで、生徒は食の背景を考えることができ、消費者としての
自覚がもてた。また、学食がまちのコミュニティの拠点となることで、生徒が将来地域コミュニ
ティを支えるための実践的な学びの場となり、生徒の主体性が向上。学食運営における農学連携
の新しいモデルケースとなった。

【概要】

地域の人が学食を利用

地域の飲食店が学食で提供する「一日食堂」 27

26 三高みんなの食堂プロジェクト （香川県立三本松高等
学校、農事組合法人福栄中央）

― 学食を地域食堂に、そして住み続けたいまちへ ―

コミュニティ・地産地消部門

6次産業化

教育機関との連携

食育・教育
香川県
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